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沖縄本島中北部みかん園土壌の化学性

稲嶺盛三部※伊芸安正※※

SeisaburolNAMINE，ａｎｄＹａｓｕｍａｓａｌＧＥＩ：ChemicalPropertiesofcitrusorchardsoilsin

theCentralandNorthernPantsofOkinawalsland．

に協力してくれたことに感謝します．

２．土壌サンプルの採集及び分折法

（１）土壌サンプルの採取地点

分折に供した土壌サンプルは、本島中北部市町村から

次の＋おり採取した（表１）．

表１．市町村別土壌サンプル採取数

1．緒 言

沖縄における柑橘類の栽培は近年急激に盛んにない

冊和50年には栽培面積689ヘクタールに達していろ．そ

のうち．早生温州は228ヘエタールで単一品種では最も

多く，次いでタンカン134ヘクタール、残り327ヘクター

ルは在来のシークヮーサー，オート、カープチなどで占

められていろ．早生温州は７月下旬～８月下旬頃から収

穫され．「青切りみかん」として本土へ出荷されろ．タ

ンカンは１月下旬～２月から収穫ざれ県内、県外で販売

されろ．シークヮサーは、従来まで生食用として多く用

いられたが．最近からパインアップル臓詰工場を利用し

て罐ジュースが製造されるようになった．オート，カー

プチはシークワ升一と同様に粗放栽培にも耐えろと、独

:特の風味があり生食用として県で販売されろ．

柑橘類は土壌反応に割合鈍感であり．排水さえよけれ

ば酸性～アルカリ性いずれでも栽培可能である．しかし

均衡のとれた養分供給をする上から柑橘園の士壌ｐＨは

5.5～6.0の範囲が好ましいとされていろ．沖縄において

は，重粘な泥灰岩土壌地帯を除けば、すべての地域で柑

橘栽培が可能である．さんご石灰岩土壌はｐＨ６を越す

場合も多いが排水は良好であり，みかん栽培に好適であ

るが既耕地は他作物が栽培されており、又市街化された

地域が多く開墾してみかん園を造成することも困難であ

る．沖縄における柑橘の主な栽培地域は木島中北部の洪

積層、粘板岩等の風化土で所謂国頭マーヂ地帯において

盛んである．早生温州、タンカン園の造成はこの地域の

丘陵緩傾斜地を開墾したところが多く酸性濟薄な土壌か

ら成る場合が多い．

柑橘園の適正な肥培管理を実施する上で，土壌の化学

性を把握することは重要なことと考え沖縄島中北部柑橘

園の土壌分折を行なったのでここに報告する．本調査を

実施するにあたり，沖縄カンキッ技術者会議．比嘉英勇

会長をはじめ多くの会員が土壌サンプルの採集及び分折
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土壌はあらかじめ選定されたみかん園内で、ほぼ分散

した３カ所からそれぞれ表層，下層の土を採取した．表

層土は地表からほぼ15センチメートルまで．下層土は３５

センチメートル附近で採った．

（２）分析の方法

同ｐＨ，水浸出ｐＨは風乾細土と水を１対２．５の比
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2８ 沖縄農業第14巻第２号（1978年）

で混じガラス棒でよく攪伴し懸濁液を作り、ｐＨメータ

のガラス電極を挿入して測定した．塩化加里浸出ｐＨは

置換酸度（Ｙ’）測定に用いる濾液を用いて測定した．

（ｲ）置換酸度（Ｙ１），風乾細土409に１規定塩化加

里10Ｍを加え振とう後櫨過し．濾液5021'′を0.1規定水酸

化ナトリウムで滴定し（Ｙ’）を算出した．

（ｳ）全窒素，ケルダール法によった．

回腐植，チューリン法によった．

㈱有効態りん酸，トルオーグ法によった．

㈲置換性塩基，風乾細士５１を１規定酢酸アンモ

ニウム液100ｶM'で浸出し濾液のＫ,Ｃａ,Ｍｇ,Ｎａを測定

した．Ｍｇは原子吸光法で,他は炎光々度計で測定した．

㈲電気伝導度，土対水の比を１対５にして測定し

た．

け）緩衝曲線，風乾土を１００１単位で採取し、炭

酸カルシウム0.59,1.09,1.59,2.09を添加し蒸留水

250剛を加えよく擬拝し､１昼夜経過したあとｐＨの変

化を測定した．

３．結巣

（１）水浸出ｐＨ測定の結果を次表に示した(表2)．

表２．水浸出ｐＨの測定結果
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稲嶺・伊芸：沖縄本島中北部みかん園土壌の化学性 2９

(2)有効養分等の分折結果：土壌中の主な有効養分の分折結果は次のとおりである．（表３）

表３．主要成分の分折結果Ⅱ騨犀①
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※炭カル必要量は緩衝曲線をもとにし，目標ｐＨを6.2として既植園における施用量の概略値である．

尚，施用方法は畦間施用とし，その作用面積は全面施用時の光とみなし20噸士層を改良の対象とした.

(8)緩衝曲線：供試土壌の土性別緩衝曲線は次図のとおりである（図１）
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図１．みかん園土壌の土性別緩衝曲線
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図１．（つづき）

んでいることが推察されるが，測定結果もこれを証明し

ていろ．カルシウム含量は低くほとんどの園が九州地域

の鉱質土壌みかん園の好適含量とされる５ミリグラム当

量に達しないマグネシウム含量も低くほとんどの園に

おいて、九州における基準値１ミリグラム当量に達しな

い．カリウム含量は割合高<九州地域における基準値

0.4～0.7ミリグラム当量を凌駕している園が多い．尚カ

リウム含量は表層土に多いことから化学肥料として施用

されたものに由来していろと考えられろ．カリウムの過

剰は．拮抗的に他のカチオン吸収を阻害するので注意す

る必要がある．

（５）緩衝能：腐植含量が少なく粘土含量も多くない鉱

質土壌であるため，少量の石灰添加で容易にｐＨは上昇

する．士性別の緩衝曲線は明確な差異が認められず．ほ

とんどが土壌1001当り50021Vの炭カル施用でｐＨは６～

７に上昇する．矯正資材としては，過剰施用しても急激

にｐＨを上昇させる心配のない炭カルが良いと思われ

る．生石灰，消石灰は作用が急激であるためｐＨが急上

昇する心配がある．マグネシウム含量が極めて低いこと

から考えると、ドロマイト質の石灰岩を施用することが

最もよい．尚みかんは永年作物であるため，細かく粉砕

されていない所謂粗砕石灰岩も効果が永続的なため適当

な資材である．

4．考察

（１）ｐＨ及び置換酸度：沖縄本島のみかん園土壌は安

田統，中川統に属する土壌が多いこれらの土壌は国頭

礫層や粘板岩に由来し，酸性を呈することはこれまでの

土壌調査報告書にもみられれる．九州における鉱質土壌

のみかん園土壌では好適ｐＨ(Ｈ２０）は５５～６２程度と

されるが，今度の調査結果では5.5未満を示す園が極め

て多いことがわかった．適正な養分供給を計る上からも

ｐＨの矯正は必要である．

（２）全窒素及び腐植：全窒素及び腐植含量ともに低く

地力の減耗していることがうかがわれる．温暖多雨な気

候条件とあいまって、みかん園などでは有機質資材の施

用が少ないため懐i棺含量は少なくなっていろ．有機物の

分解により放出される窒素はみかん樹のみならず、すべ

ての作物の生長に重要な役割を果すことから土壌中にお

ける腐植の富化に努めなければならない九州における

非火山灰鉱質土壌みかん園では，腐植含量２％以上に保

つことが好適とされている．

（３）有効態りん酸：有効態りん酸含量はトルオーグ法

による分折では、土壌1001当り10噸以上含有されるこ

とが望ましいとされろ．多くのみかん園では10噸以上の

含量を示しているが，ごく一部の園ではこれに達しな

い施肥の影響を受けている表層土では概して含量は多

い．有効態りん酸含量が10噸に達しない園及び酸度矯正

の必要な園では．深耕時に石灰資材とともにりん酸資材

`の施用が望まれろ．

（４）置換性塩基：ｐＨの低いことから塩基の溶脱は進

５．摘要

沖縄本島中北部の柑橘園土壌の有効養分含量等の特性

を明らかにし適正な土壌管理を行うため，化学分析を行

なった．結果の要約は、次のとおりである．
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（１）ｐＨは全般的に低く水浸出値で５．５未満を示す園

が約90パーセント以上を占めろ．置換酸度(Ｙ１）は，ほ

とんどの園で６以上を示す強酸性．極強酸性土壌であ

る．

（２）全窒素含量および腐植はともに低く、有機質資材

施用による地力増強が望まれる．

（３）有効態りん酸は土壌10Ｗ当り]Ojリリ以上の含量を

示す園が割合多く．極少数の園においてのみ102W未満の

欠乏値がみられるだけである．

（４）置換性塩基のうち，カリウムは割合多いがカルシ

ウム、マグネシウムいずれも低い．特に，マグネシウム

}よ含量が低いと思慮される．

（５）緩衝能は小さく、ｐＨ４～５の土壌100,当り§００

ｶWの炭カルを添加することによってｐＨは６～７に上昇

する．
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